












































































































































































































































  （１）①属性（年齢、性別、疾病・障害名、障害者支援区分、障害者手帳区分） 
②介護が必要になった理由 
③介護が必要になった時期  
  （２）リフト移乗体験前のリフトとの出会いついて 
①リフトを知った時期と場所 
       ②そのときの印象、感想 
    （３）リフト移乗開始前後の状況について 
①リフト移乗が始まった場所とそのきっかけ 
②実際にリフト移乗を始める前後の身体状況と移乗の状況について 
       ③リフト移乗をした際どのように感じたか 
    （４）現在のリフト介助の状況について 
       ①現在の身体状況 
       ②どんな生活場面でどのような介助を受けている 
       ③リフト介助を受けていることをどのように感じているか 











































































































  （１）①属性（年齢、性別、疾病・障害名、障害者支援区分、障害者手帳区分） 
②介護が必要になった理由 
③介護が必要になった時期  
  （２）リフト移乗体験前のリフトとの出会いついて 
①リフトを知った時期と場所 
       ②そのときの印象、感想 
    （３）リフト移乗開始前後の状況について 
①リフト移乗が始まった場所とそのきっかけ 
②実際にリフト移乗を始める前後の身体状況と移乗の状況について 
       ③リフト移乗をした際どのように感じたか 
    （４）現在のリフト介助の状況について 
       ①現在の身体状況 
       ②どんな生活場面でどのような介助を受けている 
       ③リフト介助を受けていることをどのように感じているか 
    （５）リフト移乗と、人力による移乗介助（抱える方法）どちらがよいと思うか
表2　調査協力者への主な質問項目
─ 35 ─































 他者に迷惑をかける 負担感 
 職員に迷惑をかける 負担感 
●介護スタッフに迷惑かけないように、できるだけ自分でできことは自分でしようと思っていた。●リフトにしても抱えてもらうにしても、どちらも介護者には気を遣うので、調子が良い時には自分で移乗したい。●介護スタッフが忙しい時には遠慮がある。●時間外にお願いするのは気兼ねがある。 自立欲求の阻害感 ●人に迷惑をかけないように自分のことは自分でしたいと思った。 
 リフトの 性能 
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13）岩切一幸・外山みどりほか．介護機器の導入及
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の移乗関連用具に対する認識及び腰痛との関連．
理学療法科学　28（3）（329-334）2013．
15）井上剛伸ほか．介助用リフト使用時の介助者の
腰部負担：バイオメカニズム学会15（243-254）
2000．
16）フランク・ハッチほか，澤口裕二翻訳．看護・介
護のためのキネスティック．2007．日総研．
17）佐藤郁也．質的データ分析法―原理・方法・実践．
2008；新曜社．
18）窪田静・栄健一郎．生活を広げる環境整備　福祉
用具の使い方．コミュニティケア．2008（5）60-
61．
者、福祉機器の3つの視点から捉えるができた。利用
者レベルでは、「リフト移乗を受ける利用者は、リフ
ト移乗時の苦痛の経験はもとより、リフト特有の不安
があり、同時に他者に迷惑をかける負担や、自立性が
低下する懸念を抱いている状態」と明らかにすること
ができた。介護者のレベルでは、「十分なアセスメン
トなしの不本意なリフト導入を行った上に、介護者に
対する不信感を持ったまま、未熟な介護技術での援助」
と明らかにすることができた。さらに介護機器のレベ
ルでは、「リフトの性能の問題」と明らかにすること
ができた。介護の関係は通常、利用者と介護者の二方
向の交流で形成されている。しかし、リフト移乗に関
しては、その二者間にリフトが介在した状況であり、
リフトの性能によって両者に影響を及ぼす不満要因を
導き出すことができた。
Ⅵ．おわりに
　今回の研究では、リフト移乗を活発に行っている障
害者支援施設を対象に、条件を満たす11名の研究協力
者の分析にとどまり、リフト移乗に対する不満要因の
構造とプロセスを示したが、その限界を感じる。また、
研究協力者とのインタビューから、リフトに対するマ
イナスイメージのみを抽出し、不満要因を導き出すた
めの分析を行ったが、前回の分析において、リフトに
対する肯定的な意見の分析も進んでおり、両者を合わ
せた分析を進め、より詳細に確認を行っていくことが
求められる。
　しかし、リフト介助における不満要因を明らかに
し、その構造とプロセスを明らかにしたことで、目的
は達成できたと考えられる。
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